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平成 28年度上関町繰越明許費繰越計算書 （円）

道の駅 50 万人目の来場者（7 月 3 日）

繰越明許費
　毎年度の予算に事業の完了を予定し、予算化しているが特別の事情で、工事等が遅れ年度内に完了できない
場合がある。そこで、会計年度独立の原則の例外として、予算で定めて翌年度に繰り越し経費の支出ができ
る。

款 項 事業名 金　額 翌年度
繰越額

左の特定財源

既 収 入
特 定 財 源

未 収 入
特 定 財 源 一般財源

2. 総 務 費 3. 戸 籍・ 住 民
　 基 本 台 帳 費 個人番号カード交付事業 248,000 248,000 国  248,000

3. 民 生 費 1. 社 会 福 祉 費 経 済 対 策 分 臨 時 福
祉 給 付 金 給 付 事 業 3,017,000 3,017,000 国  3,016,000 1,000

6. 農 林 水
  産 業 費 3 . 水 産 業 費 漁 港 水 産 物 供 給 基

盤 機 能 保 全 事 業 11,044,000 11,043,680 地 12,000
10,526,208

県 6,626,208
地 3,900,000

505,472

8. 土 木 費 2. 道 路 橋 梁 費 町 道 白 井 田 蒲 井
線 道 路 改 良 工 事 23,351,000 23,350,680 国  16,345,000 7,005,680

計 4 件 37,660,000 37,659,360 16,357,000 13,790,208 7,512,152

議
　
案

◆
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

４
４
１
３
万
円
を
減
額
し
、
総

額
を
32
億
５
８
９
２
万
２
千
円

と
す
る
。

◆
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

５
２
２
５
万
１
千
円
を
減
額

し
、
総
額
を
７
億
４
１
７
４
万

４
千
円
と
す
る
。

◆
平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

　

保
険
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
か
ら
５
３
７
９
万

円
を
減
額
し
、
総
額
を
６
億
７

０
５
５
万
８
千
円
と
す
る
。

　

６
月
定
例
議
会
は
６
月
13
日

か
ら
21
日
ま
で
の
９
日
間
で
開

か
れ
、
専
決
処
分
し
た
予
算
な

ら
び
に
条
例
の
制
定
の
承
認
６

件
、
報
告
３
件
が
上
程
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

用
語
説
明

専
決
処
分
の
承
認

◆
平
成
28
年
度
用
地
取
得
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

２
７
２
６
万
円
を
減
額
し
、
総

額
を
２
２
７
４
万
円
と
す
る
。

◆
上
関
町
税
賦
課
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
上
関

町
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
の

改
正
を
行
な
っ
た
も
の
。

◆
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

39
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
33
億
６
２
３
９
万
７
千
円
と

す
る
。

専
決
処
分
と
は

　

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
議

会
の
議
決
が
必
要
な
事
項
に
つ

い
て
、
議
決
を
せ
ず
に
町
長
自

ら
が
決
め
る
こ
と
。
緊
急
で
議

会
を
招
集
す
る
時
間
が
な
い
場

合
な
ど
に
限
っ
た
制
度
。
専
決

処
分
し
た
場
合
は
、
次
の
議
会

で
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

◆
平
成
28
年
度
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

◆
平
成
28
年
度
土
地
開
発
公
社

の
決
算
お
よ
び
業
務
等
の
報
告

　

用
地
取
得
、
売
却
な
し

◆
第
7
期
一
般
財
団
法
人
な
ご

み
の
事
業
計
画
の
報
告

　

上
関
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
事
業
窓

口
設
置
に
関
す
る
陳
情

　

提
出
者　

木
藤　

正
司

報
　
告

陳
　
情
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増えていく空き家（祝島）

　答 引き続き取り組む

空き家対策について

　

本
町
で
は
、
空
き
家
等
の
所

在
及
び
状
態
の
実
態
把
握
や
そ

の
所
有
者
を
特
定
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
整
備
を
完
了
し
た
。
今

後
、
こ
れ
を
も
と
に
空
き
家
対

策
に
取
り
組
む
と
思
う
が
本
町

の
空
き
家
率
と
特
定
空
き
家
は

ど
の
程
度
か
。
今
も
、所
有
者
に

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
理
解
し

て
も
ら
い
、
情
報
提
供
で
き
る

よ
う
地
域
と
連
携
し
て
進
め
て

い
く
方
針
な
の
か
。
ま
た
、
空

き
家
の
改
修
助
成
制
度
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

町
長
答
弁

　
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
空
き

家
は
５
３
４
軒
あ
り
、
空
き
家

率
は
25
％
程
度
で
、
特
定
空
き

家
等
に
指
定
し
て
い
る
空
き
家

等
は
な
い
。
空
き
家
の
状
況
や

活
用
に
つ
い
て
は
、
地
域
と
の

連
携
が
必
要
。
ま
ず
は
地
区
と

の
協
議
や
お
願
い
に
参
り
た

い
。
県
内
で
は
、１
町
７
市
で
助

成
制
度
を
実
施
し
て
い
る
が
、

実
績
は
年
間
に
２
件
程
度
。
助

成
制
度
に
よ
り
ど
の
程
度
の
効

果
が
あ
る
か
、
財
政
的
な
問
題

等
も
含
め
て
検
討
す
る
。

質
問 聞聞聞聞

ののの
こここ
ここここ
ががががががががががががが

ききききききききき
たたたたたたたたたたた
いいいいい

の
こ
こ
が

き
た
い

町町町
政政政
町
政

ふ
る
さ
と
納
税
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？

清
水　

敏
保 
議
員

上関町ふるさと納税に全力投球 !!
　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
都
道
府
県
・
自
治
体
へ
の
寄
附
で
す
。
生

ま
れ
故
郷
は
も
ち
ろ
ん
、
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
、
応
援
し
た
い
地

域
に
寄
附
を
通
じ
て
支
援
が
で
き
、
２
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
所
得
税
と
住
民
税
か
ら
原
則
と
し
て
全
額
が
控
除
さ
れ
る
制
度

で
す
。

　

上
関
町
で
は
、
昨
年
、
１
千
万
円
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
し
た
が

６
９
２
件
、
約
２
７
０
０
万
円
も
の
寄
附
が
あ
り
、
全
国
各
地
か
ら

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
、
新
た
な
返
礼
品
に
、
び
わ
の

詰
め
合
わ
せ
を
加
え
て
実
施
を
し
た
と
こ
ろ
す
ぐ
に
完
売
。
こ
の
夏

か
ら
遊
漁
な
ど
の
体
験
型
も
取
り
入
れ
る
予
定
で
す
。
６
月
末
現
在

１
２
５
件
２
５
０
万
円
の
状
況
で
、
冬
場
に
か
け
て
、
と
ら
ふ
く
や

車
え
び
な
ど
人
気
返
礼
品
を
始
め
、
続
々
と
品
数
が
増
加
中
。
町
外

に
お
ら
れ
る
知
人
、
友
人
に
上
関
自
慢
の
お
礼
の
品
を
紹
介
し
、
地

域
を
も
り
立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
総
合
企
画
課
で
郵
送
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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　■
編

　
集

／
議

会
広

報
広

聴
調

査
特

別
委

員
会

　
■

印
刷

所
／

中
村

印
刷

株
式

会
社

■
発

行
責

任
者

／
議

会
議

長
　

西
　

哲
夫

　
〒

742-1402　
山

口
県

熊
毛

郡
上

関
町

大
字

長
島

503
　

TEL 0820-62-0364　
FAX 0820-62-0783

委
員
長　

岩
木　

和
美

副
委
員
長　

嶋
尾　

忠
宏

委　

員　

海
下
竜
一
郎

　

〃　
　

山
戸　

貞
夫

　

〃　
　

山
村　

泰
志

委
員
長　

岩
木　

和
美

副
委
員
長

委　

員　

海
下
竜
一
郎

　

〃　
　

山
戸　

貞
夫

　

〃　
　

山
村　

泰
志

議会広報広聴特別委員会

　

次
回
定
例
会
の
初
日
は

　

９
月
12
日
の
予
定
で
す
。

上関到来まつり（プレイベント）

行列参加メンバー

　

議
会
だ
よ
り
編
集
作
業
初

日
に
台
風
３
号
が
山
口
県
に

接
近
し
、
風
雨
と
も
に
強
ま
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
町
内
の

小
・
中
学
校
は
臨
時
休
校
と
な

り
ま
し
た
。
台
風
の
進
路
を
気

に
し
な
が
ら
編
集
作
業
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
進
路
が
は
ず

れ
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
日
、
九
州
北
部
豪
雨

災
害
が
起
き
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
方
が
た
に
は
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
夏
も
猛
暑
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
十
分
な
健
康
管
理
を
さ
れ
、

こ
の
夏
を
乗
り
切
っ
て
く
だ

さ
い
。

編

集

後

記

議会議員一同

暑中お見舞い
申しあげます

　

今
年
の
朝
鮮
通
信
使
上
関
到

来
ま
つ
り
は
梅
雨
時
で
雨
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も

雨
も
あ
が
り
、
無
事
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は

児
童
に
よ
る
上
関
水
軍
太
鼓
に

始
ま
り
、
和
太
鼓
集
団
・
山
城

組
﹁
空
﹂、
韓
国
舞
踊
団
ポ
ド
ル

フ
ェ
な
ど
の
公
演
。
午
後
か
ら

は
、
道
の
駅
周
辺
で
、
松
中
副

町
長
や
西
議
長
な
ど
が
通
信
使

衣
装
を
ま
と
い
、
総
勢
五
十
名

で
通
信
使
再
現
行
列
。
他
に
も

﹁
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
﹂
の

映
画
上
映
、史
跡
巡
り
、歴
史
講

座
、
楽
し
く
学
ぶ
歴
史
教
室
な

ど
諸
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
駐
広
島
大
韓
民
国
総

領
事
館
の
キ
ム
イ
ン
ギ
ュ
ウ
領

事
ご
夫
妻
も
出
席
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨
年
の
主

催
は
観
光
協
会
で
し
た
が
、
今

年
は
、
来
年
の
全
国
大
会
に
向

け
、プ
レ
大
会
と
位
置
づ
け
、柳

井
市
、
平
生
町
、
田
布
施
町
の

各
観
光
協
会
や
、
柳
井
地
区
日

韓
親
善
協
会
な
ど
近
隣
市
町
の

各
団
体
の
ほ
か
、
町
内
各
種
団

体
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
実
行
委

員
会
を
設
立
。

　

朝
鮮
通
信
使
の
通
信
と
は

﹁
よ
し
み
を
交
わ
す
﹂
と
い
う

意
味
で
、
江
戸
時
代
の
日
韓
両

国
の
友
好
親
善
の
た
め
の
外
交

使
節
団
で
す
。
そ
の
使
節
団
を

日
本
側
が
お
も
て
な
し
を
す
る

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
通
信
使

の
構
成
人
数
は
朝
鮮
王
朝
か
ら

の
親
書
を
携
え
た
正
使
︵
現
代

の
外
交
官
︶
以
下
五
百
人
規
模

で
、
そ
の
使
節
団
の
水
先
案
内

役
は
毛
利
水
軍
︵
村
上
水
軍
の

子
孫
︶。
対
馬
藩
主
以
下
護
衛
役

な
ど
千
五
百
人
か
ら
二
千
人
余

り
が
乗
船
し
た
八
百
隻
余
の
大

船
団
が
上
関
に
入
港
。
そ
の
様

子
が
﹁
朝
鮮
通
信
使
船
上
関
来

航
図
﹂
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
絵
図
が
今
秋
に
は
ユ
ネ

ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
へ
登
録
さ

れ
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
実
行
委
員
会
は
、
来

年
の
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
ま

ち
全
国
交
流
会
上
関
大
会
開
催

に
向
け
諸
準
備
に
取
り
掛
か
る

と
思
い
ま
す
が
、
町
民
の
ご
理

解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
盛
大

な
大
会
と
な
る
事
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
ま
ち

全
国
交
流
会
上
関
大
会 

決
定

平
成
30
年
秋
頃
予
定

町
花
﹁
の
じ
ぎ
く
﹂
を
植
裁

　

上
関
に
自
生
す
る
キ
ク
科
の

多
年
草
、
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か

け
て
、
ほ
の
か
な
香
り
を
漂
わ

せ
、
か
わ
い
ら
し
い
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
上
関
町
観
光
協
会
と

小
中
学
校
児
童
、
生
徒
で
植
裁

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Pick
UP


